








要約:骨粗鬆症の予防は,若年期の最大骨量を増加させることと閉経後以降の骨量減少を抑

制することにある。本研究では,女子大学生の骨塩量に影響を与える因子を,生体情報,ラ

イフスタイルや母親との相関から検討した。対象は,38 組の娘(20.1±1.6 歳)とその母親

(46.5±3.O 歳)である。娘の骨塩量は,身長,体重および初潮からの年数と有意の正相関を

示した。また,母親と娘の間には,骨塩量と身長に有意な相関を認めた。


